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　　ご協力ください

10月１日から

　　共同募金運動

－さあ集まろう！体を動かそう！－

み
ん
な
歩
け
あ
る
け
で
太
陽
が
丘
へ

至
白
川

至
市
役
所

鯉懇懇

グランドゴルフ

ゲートボール

　
あ
な
た
は
、
日
ご
ろ
運
動
を
し
。

て
い
豪
７
か
。
さ
わ
や
か
な
秋
空

の
下
、
家
族
参
つ
っ
で
跳
ん
だ
り

跳
ね
だ
り
し
て
、
健
硯
つ
く
り
に

汗
奎
Ｆ
笙
し
ょ
う
。

　
市
教
育
委
員
会
並
び
に
体
育
指

導
委
員
会
、
健
辰
つ
く
ひ
推
進
協

議
会
及
び
朗
京
都
府
公
園
公
社
で

は
、
体
育
の
日
に
「
第
四
回
市
民

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」
を
開
き
示
ｙ
。

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い
っ
ぱ
い
。

参
加
は
無
料
。
家
族
や
友
人
で
ど

之
ベ
ー
人
で
も
結
構
で
す
。

　
な
お
、
医
師
な
ど
に
よ
る
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す

の
で
こ
茜
と
利
用
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

■
ひ
と
汗
コ
ー
ナ
ー

　
親
子
健
康
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

フ
リ
ー
テ
ニ
ス
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
チ
ュ
ッ
ク
ポ
ー

ル
。

■
測
定
（
挑
戦
）
コ
ー
ナ
ー

　
体
力
診
断
大
人
・
’
了
も
コ
ー

ス
、
バ
ヅ
テ
ィ
ー
ン
グ
マ
シ
ン
に
挑

戦
、
。
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
測
定
、
陸
上

競
技
世
界
記
録
に
挑
戦
、
荷
扱
力

測
定
、
健
康
・
体
力
相
談
コ
ー
ナ

訟

フリーテニス　　’

バレーボール

　バドミントン

　インディアカ

　ドッジボール

　縄跳び
χ

綱引き

　　チュックボール

ハ
）

Ｉ
、
家
族
リ
レ
ー
。

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
。

ク
ラ
フ
ト
（
竹
細
工
外
）
、
輪
投
げ
、

パ
ラ
バ
ル
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
縄
跳
び
、
グ
ラ

親子健康体操

　パラバルン

，レクリェーショ

緑化まつり

プー

る圈呵兵

　
市
民
ス
ポ
ト
ツ
ま
つ
り

会
場
の
ご
あ
ん
な
い

ン
ド
ゴ
ル
フ
。

回
大
会
コ
ー
ナ
ー

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
教
室

コ
ー
ス
３
＊
　
｡
練
習
コ
ー
ス
４
♂
・

挑
戦
コ
ー
ス
５
“
）
。

■
ミ
ニ
教
室
・
ひ
ろ
ば

市民ジョギング・駅伝競走大会

お気軽に参加を

○ご

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
軟
・
硬
式
テ

ニ
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
｛
示
・
綱

引
き
。

※
参
加
（
受
付
）
時
間
に
制
限
の
あ

る
種
目

　
○
体
力
診
断
（
午
前
1
0
時
～
午

　
■
と
き
・
・
・
‥
‥
月
1
0
日
脚
、
午
前
８
時
受
け

付
け
（
小
雨
決
行
）
■
と
こ
ろ
＝
・
太
陽
が
丘
球

技
場
Ａ
■
コ
ー
予
・
太
陽
が
丘
園
内
コ
ー
Ｋ

心
Ｉ
自
１
１
１
自
―
‐
1
1
1
1

市
民

ジョ

ギ
ン
グ

大

入

3S
　 ・

　 １

　 ●
・ ・ Ｍ・ ・ ・ ・ ・

↑
：
：
：
：
：
…
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
▼
距
離
・
：
１
･
　
i
n
＊
ｎ
メ
ー
ト

ル
▼
参
加
官
？
・
制
限
な
し
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
人
は
、
当

日
直
接
会
場
へ
。

　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
1
1
1
1
1
1
自

　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
一
市
民
駅
伝
競
走
一

　
一
　
大
　
　
　
会
　
一

　
4
1
1
1
1
1
1
自
自
自
－
－
－
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
自
１
１
１
－
』

　
▼
距
離
・
種
別
・
・
・
下
表
の
と

お
り
▼
参
加
資
格
・
：
市
内
に
在

住
ま
た
は
在
学
・
在
勤
す
る
中

★
　
☆

★
　
☆

学
生
以
上
（
同
好
会
、
学
校
、
職

場
な
μ
酒
編
成
を
）
の
チ
ー
ム

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・

所
定
の
用
紙
（
市
民
体
育
課
に

あ
り
未
了
）
ま
た
は
は
が
き
に

チ
ー
ム
名
と
監
督
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
更
に
選
一
｝
万

人
・
補
欠
叉
の
住
所
、
氏
名

年
齢
、
性
別
を
明
記
し
、
一
…
一
月

2
3
E
團
（
必
着
）
ま
で
巳
ｙ
6
1
1
宇

鐙
碧
君
・
宇
治
市
教
育
委
員

必
一
市
民
体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。

★
　
☆

★
　
☆

´第3･4野球場

　　四スピードガン測定

遠投力測定

一一一一一一一
日日日B

後
２
時
）
○
リ
ズ
ム
運
動
（
午

前
1
0
時
・
正
午
・
午
後
２
時
）

ｏ
親
子
健
康
体
操
（
午
前
1
1
時

・
午
後
１
時
半
）
ｏ
ジ
ョ
ギ
ン

グ
教
室
（
午
前
ｕ
時
・
午
後
Ｌ
時

○
家
族
リ
レ
ー
（
午
後
Ｌ
時
）

駅伝競走大会の距離・種別表

種　別 １区 ２区 ３区 ４　区 ５区

男子 2 km 1.7km 1.7kra 1.7km 1.7km

女子 1.5km 1.2km 1.2km 1.2km 1.2km

★
　
☆

10月１日～７日は

｢法の日｣週間

　
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
法
の
日
」
週
間
で
す
。
こ
れ
は

二
十
五
年
前
、
国
民
主
権
の
下

に
国
を
挙
げ
て
法
か
尊
重
す
る

た
め
、
ま
た
法
に
よ
っ
て
個
人

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、

社
心
一
秩
序
か
確
立
す
る
精
神

の
高
揚
を
図
ろ
ラ
と
定
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
全
国
で
は
、
こ
の
日
を
中

心
に
広
報
や
法
律
相
談
な
ど

の
各
種
行
事
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
十
月
三

日
俐
の
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
市
民
会
館
で
、
無

料
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
人
権

相
談
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日

に
開
い
て
い
ま
す
。

　
「
法
の
日
」
週
間
を
機
会
に
、

法
の
使
命
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
、
法
に
親
し
み
法
を
目

ら
の
も
の
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
さ
ん
の
お
名
前
と
人
権

相
談
の
日
程
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
　
　
（
総
務
課
）

人
権
相
談
日
程
表

月　　日 担当委貝名

10/3困 山　口・谷　口

11/7困 松本・東

12/5困 全委貝(人権週間のため)

1／9困 北　川・青　山

2/6困 熊　木・福　島

3/6困 井戸田・前　川

※市民会館第２会議室

　午前10時～午後３時

人権擁護委員さんの氏名一覧表

氏　　名 住　　　所 電　話

質iEこ躍 宇治善法29 21－4380

あfj　　Lげこ東　　重子 羽拍子町22 43－7723

いどた　あきみ井戸田　侃 木幡熊小路４の８ 31－8489

きたがわ　　〃る
北川　　稔 伊勢田町毛語40 41－7260

M未路 棋島町北内53 22－0153

たにぐち　たけじ
谷口　武治 宇治市字文字ｎの12 21－4611

福K　茜茨広野町寺山53の３ 43－2689

まえかわ　けい.こ
前川　桂子 菟道丸山１の69 21－3458

秘呆扨- 宇治蔭山17の32 22－2225

やまぐら　まさかず山口　政一 小倉町西浦72 22－2444

505

太陽が丘で市民スポ

ーツまつり

10月10

日　午前1

0時から

市民スポーツ

まつり

１０月１０日午前１０時から



（昭和60年）10月１日発行（2）1985年
り宇治市政だよ第715号

(その119)

　
宇
治
川
の
東
畔
は
、
奈
良
と

北
陸
・
東
国
を
結
ぶ
奈
良
街
道

が
走
り
、
舟
運
の
盛
ん
な
宇
冶

川
と
近
接
し
て
い
る
の
で
、
水

陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
ま

た
風
光
明
美
な
地
と
し
て
知
ら

れ
、
藤
原
基
房
の
松
殿
、
師
実

の
京
極
殿
な
ど
、
公
家
の
別
荘

地
と
も
な
っ
た
。
古
く
は
藤
原

氏
の
領
地
で
、
宇
治
陵
、
浄
妙

寺
な
ど
、
藤
原
氏
や
そ
の
一
族

と
か
か
わ
り
の
あ
る
史
跡
の
多

い
地
域
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
六
地
蔵
・

木
幡
・
五
ヶ
庄
・
大
鳳
寺
・
三

室
・
志
津
川
の
各
村
に
分
か
れ

て
い
た
。
村
高
は
、
五
ヶ
庄
の

婦人学級の受講者募集

千
四
百
九
十
五
石
が
最
も
高
い

が
、
こ
の
五
ヶ
庄
は
、
四
百
石

未
満
の
広
芝
・
岡
本
・
上
・
谷
・

岡
屋
・
大
和
田
・
畑
寺
・
新
出

の
八
力
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
次
に
大
き
い
村
は
木
幡
村

の
八
百
三
十
二
石
、
大
鳳
寺
村

の
五
百
石
で
、
残
り
の
三
力
村

は
四
百
石
禾
満
と
い
う
小
村
の

が
、
万
福
寺
建
立
の
た
め
、
幕

府
が
公
収
し
、
近
衛
家
領
は
摂

津
国
伊
丹
に
移
食
紅
。
の
ち

に
近
衛
家
が
ゆ
か
り
の
あ
る
岡

屋
村
を
所
領
に
願
い
出
た
の
で
、

も
と
へ
戻
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
宿
場
町
と
し
て
知

ら
れ
る
六
地
蔵
村
は
、
宇
治
郡

と
紀
伊
郡
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、

属
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
て
は
、

行
政
上
支
障
を
き
た
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ま
た
五
ヶ
庄
は
岡
ヽ

屋
村
な
ど
八
力
村
で
構
成
さ
れ

た
行
政
村
で
あ
る
。
村
の
運
営

が
ど
の
ぷ
つ
に
行
わ
れ
て
い
た

の
か
不
明
の
点
が
あ
り
、
ふ
礒

の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
興
味
深
い

宇
治
川
東
畔
の
村
々

多
い
地
域
で
あ
る
。

　
各
村
の
所
領
は
六
地
蔵
と
木

幡
・
五
ヶ
庄
の
一
部
が
幕
府
領
、

三
室
・
志
津
川
が
禁
裏
御
料
、

大
鳳
寺
と
五
ヶ
庄
の
一
部
が
寺

領
、
木
幡
・
五
ケ
庄
の
一
部
が

公
家
領
、
木
幡
の
一
部
が
武
家

領
と
多
彩
で
あ
っ
た
。
五
ケ
庄

は
も
と
は
近
衛
家
領
で
あ
っ
た

そ
の
帰
属
が
判
然
と
し
な
い
。

村
高
と
領
主
を
記
し
た
享
保
十

四
年
（
一
七
二
九
）
の
村
高
帳

に
は
、
六
地
蔵
村
は
宇
治
郡
に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
元

禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
郷

帳
な
芦
で
は
、
宇
治
郡
に
三
十

石
、
紀
伊
郡
に
は
五
百
十
三
石

と
両
郡
に
記
さ
れ
て
い
る
。
帰

　
小
倉
・
木
幡
両
公
民
館
で
は
、
「
自
分
史
を
書
く
」
、
「
主
婦

の
立
場
と
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
婦
人
学
級
を
開
孝
示
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
未
了
。

「
自
分
史
」
を
書
く

　
　
小
倉
公
民
館

　
歴
史
を
通
じ
て
、

で
来
た
道
を
知
り
、

先
人
が
歩
ん

そ
れ
を
基
に

皆
さ
ん
の
過
去
を
振
り
返
り
、

将
来
を
展
望
し
な
が
ら
、
「
自
分

史
」
か
揖
き
つ
づ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
講
師
や
受
講
生
同
士

で
語
り
合
い
な
が
ら
、
女
性
の
生

章
Ｊ
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
で
ぐ

▲熱心に学習（59年度木幡公民館の婦人学級）

村
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
が
宇
治
川
と
結
び

つ
き
が
深
か
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
志
津
川
浜
や
岡

屋
浜
・
六
地
蔵
浜
が
あ
り
、
宇

治
川
に
よ
っ
て
人
や
物
質
の
輸

送
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

宇
治
川
に
は
水
車
が
設
置
さ
れ
、

か
ん
が
い
用
水
と
し
て
も
利
用

だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
左
表
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
ト
正
午

▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
の
婦
人
▼
誕
貝
・
・
・
3
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
1
0

月
９
日
ま
で
に
、
小
倉
公
民
館
へ

電
話
か
来
館
で
。

　
主
婦
の
立
場
・
役
割

　
　
　
　
木
幡
公
民
館

　
現
代
社
会
の
変
容
に
適
応
し
つ

つ
、
安
定
し
た
家
庭
づ
く
り
を
進

Ｉ
Ｉ
－
―
Ｉ
Ｉ

し
て
い
た
。
今
で
も

　
「
轟
」
（
五
ヶ
庄
）
、

「
高
車
」

「
車
田
」

　
（
黄
道
）
と
い
う
小
字
名
が
あ

り
、
車
と
は
水
車
を
意
味
し
、

地
名
は
そ
の
名
残
り
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
交
通
の
便

に
恵
次
れ
た

東
畔
の
村
々

で
は
あ
る
が
、

宇
治
川
の
洪

水
に
よ
る
災

害
や
、
交
通

至
便
の
た
め
、

明
治
期
に
火

薬
庫
や
火
薬

賢
所
な
ど

の
軍
事
用
施

設
が
建
設
さ

れ
た
こ
と
な

ど
、
住
民
の

牛
活
を
お
び

や
か
す
問
題

め
る
た
め
に
必
要
な
、
主
婦
と
し

て
の
立
場
と
役
割
を
考
え
未
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
正
午

▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民
館
▼
対
象

・
：
市
内
在
住
の
婦
人
▼
定
員
…
4
0

人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
木

幡
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
受
講
中
の
保
育

　
な
お
、
両
学
級
と
も
受
講
中
、

二
歳
以
上
の
幼
児
を
二
丈
ま
で

保
育
１
　
　
ま
す
。
希
望
Ｔ
？
ハ
は
、

受
講
申
し
込
み
時
に
、
併
せ
て

婦人学級の日程表

’大小倉公民館．

月　日 －ア　ー　マ 講　師

10/15(火)女性の生き方について１

女性史研5E家

片岡　陽子さん

10/22火 女性の生き方について２
10/29《火) 母の生きてきた道を知る

11/ 5火 母の生きてきた時代

11/12(火)自分史を書くために１

11/19㈹ 自分史を書くために２

枚方杜会教育研究所

山肌　洋子さん

ll/26(火自分史を書く１

12/3固 自分史を書く２

12/lCX･幻自分史を書く３

12/17('M学習のまとめ

も
少
な
ぐ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

牢
治
川
東
畔
に
住
ひ
人
々
が
、

非
貿
こ
も
ご
も
の
筈
刄
塞
っ

て
い
た
こ
と
曳
私
た
ち
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

▲宇治川東畔の町並

　　各公民館の所在地

○宇治市宇治公民館…宇治里

　尻71の9 （き⑩2 8 0 4）

○宇治市木幡公民館…木幡内

　畑34の7 （nR8 2 9 0)

○宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91 (豊@4 6 8 7)

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
や
つ

代
と
し
て
一
人
五
百
円
（
1
0
回
分
）

が
必
要
で
す
。

　
（
小
倉
公
民
館
・
木
幡
公
民
館
）

　
秋
の
一
日
、
南
山
城
地
方
の
史

跡
や
文
化
財
の
歴
史
を
な
と
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
公
民
館
で
は
、

歴
史
を
学
ぶ
会
（
宇
治
公
民
館
サ

第7回秋の歴史探訪家
庭
教
育
学
級

―木津川左岸の

　　　史跡を訪ねて一

ダ　　木幡　公民館
月　日

一丁　　ー　　マ

講　師
10/15(･刈

(開講式)
主婦の暮らしの設計

大和証券経済研究所
大阪支所長飯尾t*信さん

10/2101) 新しい家庭の創造
現代社会の中における家族m

一主婦の立場と役割を通して－

光≫女子知期大学

教授　　本田弘子さん
10/26(10

10/31(恥 家庭における救急看護 京都第二赤十字病院S婦
観ttm員安井邦子さん

11/7 ね 家族に見合った味づくり

一世代に見合った献立てと認理-

元京g府教育庁保健体育課主査

栄養士　春日晴生さん

11/12('M

11/18(11)現代社会における家庭
破壊の実態とその原因

大阪松尾法律事務所長
弁護士　松尾遺子さん

11/26(幻
主婦の健康管理

一婦人疾患の現状と予防･看.1－

京ａ大学医療技術ta≪l大学

助教授　三浦昌子さん

12/3 勾 服飾文化について考える 平安女学院知･期大学
枚授　　中井長子さん

12/9 01)婦人の自立と老後
(閉講式)

京都精華大学短期大学部
教授　　藤技澪子さん

　
宇
治
公
民
館
で
は
、
小
学
生
や

中
学
生
か
石
つ
親
を
対
象
に
、
家

庭
教
育
学
級
を
開
き
示
ｙ
。

　
そ
乙
も
の
牛
活
や
行
動
は
、
子

ど
も
を
取
り
サ
辿
境
に
起
因
す

る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
中
で

も
、
家
庭
で
の
教
育
の
あ
り
方
や

子
育
て
上
の
問
題
が
、
今
日
大
き

く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
級

は
、
人
皐
ハ
切
に
し
、
思
い
や
り
の

心
を
ほ
Ｉ
む
子
育
て
に
つ
い
て
、

講
師
か
交
え
て
、
互
い
に
考
え
合

い
毒
丁
。
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

思
い
や
り
の
心
は
ぐ
く
む

家庭教育学級の日程表

宇治公民館

１
ク
ル
）
と
共
催
で
、
秋
の
歴
史

探
訪
欠
汀
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
一
…
一
月
2
0
日
０
、
午
前

認
牟
嘗
！
塔
。
・
霜

1
0
時
、
近
鉄
「
新
祝
園
駅
」
前
に

集
合
▼
行
程
・
：
常
念
寺
↓
天
王
神

社
↓
新
殿
神
社
↓
相
楽
神
社
↓
大

智
寺
↓
安
福
寺
↓
国
鉄
「
木
津
駅
」

で
解
散
。
徒
歩
約
1
0
■
ｗ
－
メ
ー
ト
ル

▼
講
師
：
山
香
茂
さ
ん
（
元
城
南

高
校
教
諭
）
▼
定
員
：
5
0
人
（
先

着
順
）
。
幼
児
・
児
童
に
は
、
必

ず
保
護
者
が
同
伴
の
こ
と
▼
費
用

・
・
・
交
通
費
と
拝
観
料
（
百
五
十
円
）

は
各
目
負
担
▼
持
ち
物
・
：
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
筆
記
用
具
▼
申
し

込
み
よ
落
公
民
館
へ
電
話
か
来

館
で
。
　
　
　
（
里
尽
民
館
）

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
。
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
。

た
だ
し
、
第
５
講
は
午
後
１
時
～

４
時
▼
と
こ
ろ
↓
落
公
民
館
▼

定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
竿
治
公
民
館
へ
電
話
か
来

館
で
▼
保
育
…
受
講
中
、
―
歳
以

上
の
幼
児
を
1
5
人
ま
で
保
育
し
ま

す
。
ご
希
望
の
人
は
、
受
講
申
し

込
み
時
に
併
せ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
お
や
つ
代
と
し
て
１

人
四
百
円
（
８
回
分
）
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

月　日 一丁　　ー　マ 講　師

10/15('W
開講式
学級を進めるに当たって

宇治公民館長

1O/22(刈最近の子どもたち 青少年対策室指導主事

1O/29火家庭と子ども
宇削T公尺館運営審議会*員長

　長野　俊雄さん

11/5 火 子育てについての昔と今京都教育大学教授　栗田　　修さん

11/12(幻家庭における性の指導日本性教育学会理事
　今村　要道さん

11/19刈 人を大切にする子育て
諸itS冑ｕ会社会敦育Ｍ貝

　t.l'j野　保さん

11/27困心の成長と発達の
　　　　　すじみち

京都教育大学助教授　相田　貞夫さん

12/3 (■≪学習のまとめ　．
閉講式

宇治公民館職員

　
あ
な
た
の
車
は
「
迷
惑
駐
車
」
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

き
ょ
み
千
月
一
日
か
ら
１
ヵ
月
間
、
「
迷
惑
駐
車
追
放
市

民
運
動
」
が
市
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
未
了
。

迷
惑
駐
車
追
放

市
民
運
動

1
0
月
１
日
～
3
1
日

道路は広く

　正しく使いましよう

　
迷
惑
駐
車
は
、
車
を
止
め
た

人
が
考
政
る
以
上
に
交
通
の
障

害
に
な
り
、
地
域
住
民
の
日
常

牛
活
に
著
し
い
迷
惑
聚
掛
け
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。
自
転
平

バ
イ
ク
の
放
置
も
同
じ
ぐ
、
付

近
住
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
迷

惑
と
な
っ
て
い
未
了
。

　
ま
た
、
こ
フ
し
た
道
路
上
へ

の
駐
車
や
放
置
は
、
交
通
事
故

の
原
因
に
な
る
ぱ
か
り
で
な
ぐ
、

消
防
車
な
ど
の
緊
急
自
動
車
の

通
行
を
妨
げ
、
災
害
全
全
７

す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
　
ｊ
て
に
駐
車
場
が
無
い
か

ら
』
『
ガ
レ
ー
ジ
に
入
れ
る
の

が
面
倒
だ
か
ら
』
な
μ
と
、
軽

い
気
持
ち
で
、
道
路
上
に
駐
車

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
路
ト
薩
車
、

放
置
自
転
車
・
バ
イ
ク
を
無
く

し
、
道
路
は
広
く
正
し
ぐ
使
い

ま
し
ょ
う
。

　
迷
惑
駐
車
追
放
市
民
運
動
の

期
間
中
、
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
、
宏
－
警
察
署
、
市
消

防
本
部
や
市
建
設
部
の
協
力
を

得
て
、
三
色
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
啓
も
う
、
指
導
、
取
り

締
ま
り
な
ど
を
行
い
水
子
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

路上駐車はやめましょう

506

女性の生き方を考える 宇
治
市
史
の
窓
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秋…スポーツでいい汗

6
1
年
度
の
入
園
児
募
集

申
し
込
み
は
1
0
月
1
4
・
1
5
・
1
6
日
に

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
宇
治
市
立

幼
稚
園
児
か
祢
集
し
ま
す
。

　
〈
入
園
で
き
る
幼
児
〉

　
○
１
年
保
育
（
５
歳
児
）
９
昭

和
5
5
年
４
月
２
日
か
品
年
４
月

▲ヨーイドン…リレーを楽しむ園児(Ｓ月19日･伊勢田幼稚園で)

１
日
ま
で
に
生
去
ハ
た
幼
児
Ｏ
２

年
保
育
（
４
歳
児
）
＝
5
6
年
４
月

２
日
か
ら
5
7
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
次
れ
た
幼
児
。

　
幼
稚
図
名
（
所
在
地
）
と
募
集

人
数
は
、
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
時
現
在
で
、

保
護
者
と
共
に
市
内
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
〈
入
園
願
書
の
交
付
〉

　
1
0
月
１
日
㈹
か
ら
1
6
日
出
ま
で

　
（
５
歳
児
は
1
5
日
固
ま
で
）
に
、
・

入
園
希
望
の
幼
稚
園
で
交
付
。

　
〈
申
し
込
み
受
け
付
け
〉

　
入
園
願
書
か
幼
児
同
伴
の
上
、

希
望
の
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
Ｉ
だ

さ
い
。
受
付
日
時
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
各
園
共
通
で
1
0
月
1
4
日
側
＝
５

歳
児
、
1
5
日
㈹
＝
４
・
５
歳
児
、

1
6
日
出
＝
４
歳
喝
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

　
〈
入
國
の
許
可
〉

　
入
園
詐
可
書
は
、
後
日
保
護
者

に
郵
送
し
ま
す
（
応
募
者
が
募
集

人
数
か
工
回
っ
た
場
合
は
各
園
ご

と
に
抽
選
。
募
集
人
数
に
満
た
な

い
園
は
引
き
続
き
募
集
）
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
学
校
教
育
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）

ま
た
は
各
園
へ
。
（
学
校
教
育
課
）

市立幼稚園新入園児の募集園名と人数

小
倉
町
山
際

　
田
中
　
崇
博
ち
ゃ
ん

園名
募集人員

所　在　地 電　謡A歳'M.5歳児

菟　道
　　人

- 　人80 宇治妙楽128-1 21－2703

橘　島 - 80 横島町石f,Sl3 21－2708

伊勢田 - 80 小包町西山44 22－1503

大久保 35 ＊45 大久保町山ノ内3 41－7224

平　盛 - 80 大久保町平盛30-4 44－7447

神　明 - 120 宇治野神57 , 22－0495

束宇治 35 ＊45 五ヶ庄梅林官有地 31－8259

木　幡 - 80 木幡隋尾47-1 32－9439

（＊大久保幼、東宇治幼の5歳児は60人ですか、内35人は2年保育から

　の進級者となります｡）

　たかひろちゃんはとても愛想が

良い男の子。お客様をにっこり笑

顔で大歓迎します。

　この欄に掲載するお子さん（59

年10月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

お
知
ら
せ

　
1

0
月
は
都
市
緑
化
月
間

　
緑
化
推
進
行
事
を
展
開

　
1
0
月
は
都
市
緑
化
月
間
で
す
。

市
で
は
、
都
市
の
緑
化
、
都
市
公

園
の
整
備
を
促
進
し
、
市
民
あ
げ

て
緑
豊
か
な
町
一
つ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
啓
発
行
事
名
汀
い
ま
す
。

　
ご
家
族
お
号
り
い
で
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
1
0
日
㈲
（
雨
天

の
場
合
は
1
3
日
面
）
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
▼
と
こ
ろ
…
太
陽
が
丘

（
山
城
総
合
運
動
公
園
）
▼
内
容
・
：

鉢
物
、
花
の
種
・
球
根
の
無
料
配
布
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ー
ビ
ラ
の
配
布
・

緑
の
相
談
所
▼
問
い
ｉ
ｍ
＼
…
都

市
計
画
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
ま
た
、
府
で
は
1
0
月
５
日
出
、

午
後
２
時
か
ら
京
都
駅
前
ア
バ
ン

労
働
災
害
を
無
く
そ
う

　
今
日
か
ら
労
働
衛
生
週
間

　
京
都
府
下
で
は
昨
年
、
労
働
災

害
に
よ
り
死
亡
し
た
り
、
四
日
以

上
休
業
し
た
人
が
五
千
五
百
六
十

人
あ
り
ま
し
た
。
労
働
者
の
職
場

で
の
災
害
は
、
ま
だ
ま
だ
後
を
断

ち
ま
せ
ん
。
十
月
一
日
か
ら
始
ま

る
全
国
労
働
衛
生
週
間
を
機
会
に
。

事
業
所
を
あ
げ
て
労
働
衛
生
意
識

テ
″
広
場
で
、
花
の
種
・
球
根
・

鉢
物
な
ど
の
無
料
配
布
や
緑
化
相

談
、
1
0
月
1
4
日
㈲
、
午
後
１
時
か

ら
京
都
会
館
で
緑
化
に
つ
い
て
の

講
演
を
行
い
ま
す
。
そ
の
外
期
間

中
、
都
市
緑
化
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
ぐ
は
、
京
都
市
役

所
建
設
局
公
園
管
理
課
（
０
７
５

ｍ
一
3
5
8
6
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
（
都
市
計
画
課
）

　
市
民
茶
香
服
大
会

　
▼
と
き
…
o
月
６
日
閣
、
午
後

６
時
半
▼
と
こ
ろ
山
落
公
民
館

　
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
）
３
階
▼
試

合
方
法
・
・
・
団
体
戦
▼
チ
ー
ム
編
成

・
：
Ｉ
チ
ー
ム
叉
▼
参
加
料
…
千

円
（
Ｉ
チ
ー
ム
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
1
0
月
４
日
面
ま
で

に
、
伊
藤
久
一
郎
さ
ん
（
宇
治
乙

方
6
3
・
酋
⑩
3
9
9
3
）
圭
飛

　
（
宇
治
市
茶
業
青
年
会
。

　
　
　
　
　
　
　
農
林
茶
業
課
）

　
十
月
一
日
は
国
勢
調
査
の
日

で
す
。
国
勢
調
査
は
五
年
に
一

回
行
わ
れ
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
の
人
口
や
世
帯
数
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

行
政
を
進
め
今
上
で
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

に
お
配
り
し
た
調
査
票
は
、
一

日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
に
、
回

収
に
伺
い
し
毒
了
。
そ
れ
ま
で

に
ご
記
入
い
た
だ
去
歪
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
Ｌ
Ｘ
チ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

の
高
揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
労
働
者
が
心
身
共
に
健

康
で
働
く
た
め
に
、
家
庭
で
も
食

事
や
休
養
に
十
分
気
か
付
け
て
ぐ

だ
さ
い
。
健
康
な
心
４
と
快
適
な

作
業
環
境
の
下
、
労
働
災
害
の
撲

滅
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
社
会
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
こ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
0
月
‥
１
１
日

廊
９
木
幡
公
民
館
、
2
5
日
廊
―
宇

治
公
民
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
～
４
時
。
（
保
険
年
金
課
）

　
宇
治
・
城
陽
・
久
御
山

　
勤
労
者
将
棋
大
会

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
0
日
間
、
午
前

９
時
半
受
け
付
け
、
1
0
時
開
始
▼

と
こ
ろ
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
▼
参
加
資
格
・
：
宇
治
市
・
城
陽

市
・
久
御
山
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人
▼
級
別
：
Å
級
＝
２
段

程
度
以
上
、
Ｂ
級
＝
初
段
Ａ
級

程
度
、
Ｃ
幣
‥
４
級
～
７
級
程
度
、

Ｄ
級
６
初
心
者
一

百
円
▼
申
し
込
み
…
1
0
月
1
2
日
出

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
（
宇
治

国保半日人間ドック再募集

定員に余裕があります

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
を
対
象
に
、
半
日
人
間

ド
″
ク
検
診
料
の
補
助
を
実
施

し
て
い
ホ
ヂ
。

　
六
十
年
度
は
、
七
月
か
ら
募

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
あ
り
乖
ｙ
）

に
参
加
m
泳
>
t
＜
＼
-
'
、
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
ｓ
⑩
2
3
1
5
）

へ
。
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
木
幡
警
察
官
派
出
所
（
改
築

　
工
事
中
）
は
東
宇
治
へ

　
木
幡
警
察
官
派
出
所
（
木
幡
南

山
畑
三
＝
〒
五
）
は
、
現
在
改
築

工
事
中
で
す
。
そ
の
た
め
工
事
完

成
予
定
の
昭
和
六
十
一
年
一
月
二

市営結婚
挙
式
希
望
者
を
募
集

1
0
月
１
日
か
ら
受
け
付
け

　
市
で
は
、
簡
素
な
中
に
も
厳
粛

な
結
婚
式
か
と
、
市
民
会
館
（
宇

治
公
民
館
）
で
市
営
結
婚
式
を
行

っ
て
い
未
了
。
ふ
萩
の
挙
式
希
望

者
夕
沢
の
要
領
で
募
集
し
示
す
。

　
▼
挙
式
可
能
日
：
1
1
月
９
日
出
、

1
3
日
團
、
1
7
日
間
、
1
9
日
脚
、
2
5

日
囲
▼
挙
式
時
間
…
午
前
1
0
時
と

午
後
２
時
の
２
回
▼
利
用
条
件
…

集
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
定
員

に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

　
成
人
病
の
早
期
発
見
・
予
防

の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
▼
対
象
・
：
次
の
①
～
③
の
全

て
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。
①

検
診
日
に
宇
治
市
の
国
保
に
継

続
し
て
一
年
以
上
加
入
し
て
い

る
、
4
0
歳
‐
鬘
6
5
歳
未
満
の
人

②
検
診
日
に
入
院
ま
た
は
妊
娠

し
て
い
な
い
人
③
5
9
年
度
に
こ

の
制
度
夕
莉
用
し
て
い
な
い
人

▼
検
診
内
容
・
：
京
都
第
一
赤
十

字
病
院
で
、
成
人
病
を
中
心
と

し
た
総
｛
荻
診
▼
費
用
・
：
男
性

―
一
万
一
千
四
百
円
、
女
性
＝

一
万
二
千
三
百
円
（
い
ず
れ
も

自
己
負
担
分
）
▼
受
診
日
・
：
6
1

年
３
月
3
1
日
ま
で
の
希
望
Ｅ
（

た
だ
し
調
整
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）
▼
申
し
込
み
…
印
鑑
と

保
険
管
路
っ
て
保
険
年
金
課

へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

十
日
ま
で
の
間
、
業
務
は
東
宇
治

警
部
補
派
出
所
（
五
ヶ
庄
折
坂
五

六
－
ニ
・
酋
⑩
8
2
1
9
ま
た
は

容
⑩
7
0
4
6
）
で
併
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
用
の
際
は
、
束
宇

治
警
部
補
派
出
所
ま
た
は
、
宇
治

警
察
署
（
豊
⑩
1
1
1
1
）
ま
で

ご
運
絡
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
緊
急
の
場
合
は
局
番
無

し
の
一
一
〇
番
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
警
察
署
）

新
郎
、
新
婦
の
い
ず
れ
か
が
、
宇

治
市
民
で
あ
る
こ
と
▼
申
し
込
み

・
：
1
0
月
１
日
か
ら
拓
日
ま
で
の
間

に
。
申
込
書
（
市
民
会
館
に
備
え

付
け
の
も
の
）
に
必
要
事
項
か
記

入
し
、
印
鑑
と
挙
式
料
二
千
円
を

添
え
、
市
民
会
館
へ
。

　
な
お
、
記
念
写
真
、
披
露
宴
な

ど
に
つ
い
て
は
ご
相
談
鴛
ま
た

門
出
を
祝
福
し
て
記
念
品
を
進
呈

Ｌ
ま
チ
。
詳
に
｝
ぐ
は
、
宇
治
市
民

会
館
〈
宇
治
公
民
館
〉
宇
治
里
尻

7
1
－
９
・
き
＠
２
～
４
）
へ
お

問
い
令
幻
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
早
治
市
民
会
館
）
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気軽にご参加を
市民体育課　電話223141

　
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
６
日
㈲
Ｉ
Ｈ
月

２
日
出
の
間
刄
描
王
・
日
曜
日
、

時
間
は
土
曜
日
が
午
後
４
時
～
６

時
、
日
曜
日
が
午
前
９
時
～
Ｈ
時

▼
と
こ
ろ
…
菟
道
第
二
小
学
校
体

育
館
▼
対
象
・
定
員
…
小
学
校
４

年
生
以
上
の
男
女
4
0
人
（
先
行
順
）

▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
問
虻
お
せ

・
申
し
込
み
…
宇
治
市
体
育
協
会

（
黄
璧
公
園
内
豊
⑩
1
9
0
5
）

へ
▼
主
催
山
落
市
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
。

　
京
都
府
縦
断
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
ト
1
0
月
1
3
日
面
、
午
前

８
時
半
市
民
会
館
（
宇
治
公
民
館
）

前
集
合
▼
コ
ー
ス
…
市
民
会
館
↓

志
津
川
よ
天
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ

ー
↓
日
野
薬
師
↓
京
阪
木
幡
駅

（
解
散
）
の
約
1
3
“
▼
準
備
品
・
・
・
弁

当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
（
交
通
費
は

各
自
負
担
）
▼
問
い
合
わ
せ
…
木

村
長
次
さ
ん
（
豊
⑤
3
6
3
3
）
へ
。

　
な
お
。
固
｝
ハ
の
場
合
は
1
0
丹
2
0

日
面
に
順
延
し
濠
す
。

▲ﾌｧｲﾄあふれる練習(バレーボール教室･6吽1月)

　
フ
リ
ス
ビ
ー

　
講
習
会
と
競
技
大
会

　
▼
と
き
…
1
0
月
2
7
日
㈲
（
固
大

の
握
口
に
は
1
1
月
2
4
日
）
、
正
午
～

午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘

陸
上
競
技
場
▼
対
象
・
定
員
・
・
・
中

学
生
以
上
の
男
女
5
0
人
▼
内
容
・
・
・

基
本
的
な
投
げ
方
、
競
技
▼
参
加

料
…
四
百
円
▼
申
し
込
み
…
官
製

は
が
き
に
「
フ
リ
ス
ビ
ー
講
習
今

競
技
大
会
」
と
書
き
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
か
明
記

し
、
1
0
月
1
8
日
必
着
で
、
山
城
総

合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
業
務
課

　
（
広
野
町
八
軒
屋
谷
１
番
地
･
ｅ

⑩
Ａ
１
３
）
へ
▼
問
監
Ｂ
せ

：
山
城
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務

所
業
務
課
ま
で
。

　
家
庭
婦
人

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
7
E
旧
、
2
4
日

㈲
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
▼

と
こ
ろ
・
：
関
西
ヤ
マ
ザ
キ
京
都
工

場
体
育
館
ほ
か
▼
参
加
資
格
・
；
市

内
在
住
の
既
婚
婦
人
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
。
メ
ン
バ
ー
は
、
一
１
１
月
1
7

日
現
在
で
2
5
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
た
だ
し
、
か
つ
て
全
国
大
会
〈
高

校
の
大
会
は
除
ぐ
〉
に
出
場
し
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
3
5
餅
宝
）

▼
チ
ー
ム
編
成
・
・
・
監
督
、
コ
ー
チ
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
人
、
選
手
1
2

人
以
内
の
計
1
5
人
以
内
で
編
成
す

る
こ
と
（
監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
も
家
庭
婦
人
で
あ
る
こ
と
）
▼

参
加
費
・
：
千
五
百
円
（
一
チ
ー
ム
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参

加
費
夕
添
え
て
1
0
月
1
5
日
ま
で
に

市
民
体
育
課
へ
直
接
お
越
し
い
た

だ
ぐ
か
、
現
金
書
留
で
。

　
な
お
、
競
技
規
則
、
抽
選
会
な

戸
詳
し
ぐ
は
、
申
し
込
み
後
に
通

知
し
ま
ず
。

10月1日は国勢調査　

ご記入はお済ですか

市立幼稚園
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　　　献血

●２日(小倉公栄ビル10時~正午と13時～15

　時半)､11日(〈株〉関西西友宇治店10時～15

　時半)､17日(京都文教短期大学10時～15時

　半),29日(三和研磨工業〈株〉10時～正午)。

　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●8日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、字

　治保健所11時30分着)｡その他、毎週月曜日

　(午前９時～lO時半)宇治保健所で実施。

　　相談あんない

●青少年相談(14日、市巨l会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(2日、16日、京都府

　宇治地方振興局a@2049.

9時～16時)｡交

　通事故の法律問題、示談のしかた、賠償額

　の算定。訴訟や調定のしかた、自賠責保険

の利用のしかたなど、お気軽にご相談くだ

さい。

♂ ● 丿 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ･ ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ･ ● ･ ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　社会福祉協議会の法律（定貝10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、60年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか。市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(a⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・
　金曜日の

ｉの老人福

1………………

９時～16時に総合福祉会館2 階

祉センター(豊⑩5652)で。
▲名水くみ上げ（宇治橋Ξの間で）

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
中
の
島
で
は

　
　
　
野
点
や
植
木
市

▽
名
水
く
み
上
げ
の
儀
…
午
前
９

　
時
か
ら
宇
治
橋
三
の
間
で
。

　
ル
券
、
そ
ば
券
、
平
等
院
庭
園

　
入
場
券
な
ど
）
、
里
謡
工
必
一

　
議
所
、
観
光
協
会
、
市
内
の
茶

　
販
売
店
で
発
売
中
。

▽
問
ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
雲
嵩
工
会
議

　
所
（
豊
⑩
－
１
０
１
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

示
急
茶
ま
つ
り
は
、
茶
業
先
覚
　
　
茶
せ
ん
即
売
、
炭
山
陶
器
即
売
、

者
の
遺
徳
と
茶
業
の
発
展
か
祈
る
　
植
木
市
、
宇
治
茶
の
接
待
な
ぺ

早
治
の
伝
統
行
事
で
す
。
　
　
｀
　
▽
前
売
券
・
・
・
二
千
円
（
式
典
参
列
、

　
秋
の
一
日
、
ひ
家
族
お
そ
ろ
い
　
　
茶
席
券
、
お
茶
飲
み
コ
ン
タ
ー

　
宇
治
茶
ま
つ
ぴ
が
、
十
月
六
日

に
興
聖
寺
と
宏
川
中
の
島
を
中

心
に
繰
り
広
げ
β
祭
チ
。

1
0
月
６
日
興
聖
寺
・
中
の
島
一
帯
で

宇
治
茶
ま
つ
り

▽
茶
ま
つ
り
式
典
・
・
・
午
前
十
時
か

　
ら
興
聖
寺
本
堂
刄

▽
茶
せ
ん
塚
供
養
・
・
・
午
前
十
一
時

　
半
か
ら
興
聖
寺
門
前
で
。

▽
茶
席
・
・
・
本
席
は
興
聖
寺
書
院
、

　
副
席
は
朝
Ｅ
焼
内
松
露
庵
で
。

▽
中
の
島
で
の
催
し
・
・
・
午
前
十
時

　
か
ら
三
時
ま
で
。
野
点
席
、
お

　
茶
の
み
コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
ば
席
、
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宇
治
市
中
央
図
書
館
（
き
⑩
1
5
1
1
）

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）

　　　　　　小倉町（蓮池､.堀池、南堀池、京銀前から南京信前
1　　17　　　　　　までの市道筋以北の西浦）

　　　　　　伊勢田町（南遊田）

　　　　　棋島町（全域）
2　　18　小倉町（近鉄以東の新田島）　　　　　宇　　治（戸ノ内、蔭山、国道以北の御廟・天神）

　　　　　　木　　幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ

3　　19　　　　　　内．赤塚、花揃、金草原．北畠、桧尾、北山
　　　　　　　　　　畑、国鉄以東の正中・東中）

　　　　　　六地蔵（全域）　　　　　　木　　幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

4　　21　　　　　　中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中

　　　　　　　　　　　・東中）　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

　　　　　　木　幡（熊小路）
　　　　　　五ヶ庄（雲雀a>谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

5　　22　　　　　　原．壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西
　　　　　　　　　浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番
　　　　　　　　　割．国鉄以西の芝ノ東．高峰山）
　　　　　　菟　　道（平町）

　　　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、
　　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）

　　　　　　菟　　道（平町を除く全域）
7　　23　明星町（全域）

　　　　　　志津川（全域）
　　　　　　羽戸山１～４丁目　　　　　　宇　　洽（山本、乙方、東内、又振、山田）

　　　　　　宇　　治（里尻、小桜、宇文字．壱番、妙楽、蓮華、
　　　　　　　　　　塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

　　　24　　　　　　池森ヽ米阪ヽ矢落ヽ若森ヽ国鉄以南の天神）
８　　　　　天神台１～３丁目

　　　　　　白　　川（全域）
　　　　　　折居台（i:域）

　　　　　　小倉町（奥畑）

　　　　　　南陵町（全域）
　　　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）

9　　25　　神　　明（全域）

　　　　　　宇　　治（蛇塚、大谷、野神一部）

　　　　　　琵琶台（全域）
　　　　　　広野町（小根尾一部）

10　　28回９臥頴訂勁庁瓢、n、中ａ、%ai）

　　　　　　　　西大久保府営住宅（l～20棟）
　　　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除

　　　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）11　　29　　大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、

　　　　　　　　　　　久保）　　　　　　　西大久保府営拝宅(21棟～32棟)

　　　　　　安田町（全域）　　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

　　　　　　　　　　ノ荒、ウトロ、南山）
14　　30　　開　　町（国道筋）

　　　　　　広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏・派

　　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　　　　　宇　　治（半白）

15　　31　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

　　　　　　　羽拍子町（国道筋）　　　　　　　伊勢田町(北山、大谷、若林、井尼　中山、毛EE）

　　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市

16　11/1　　　　　　道筋以南の西浦）
　　　　　　伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　　西大久保府営住宅（33～43棟）

し　尿（城南衛生管理組合電話075－631

－51

71）

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
1　　22　福角(国鉄以東)、折坂(府道以東)、平野、一番割、二番割、三番割一部
2‾‾23 ‾‾西済X国鉄以東)、==番割．芝ノ東(府道両側)．南端(国鉄以東)
3　　24　芝ノ東(府道以東)、広岡谷．南山(Ａ)、中村(さっきヶ丘)
4　　25　南山(Ｂ)、金草原
5　　26　南山畑、北山畑、大瀬戸(国鉄以東)、中村(国鉄以東)、東中(国鉄以東)、北畠一部
7　　28　北畠、桧尾．平尾、須留
8　　29　花揃、赤塚、陣之内(国鉄以東)、御園、御m山、畑山田、北御園、正中(国鉄以東)、町並一部
9　　30　北mm山(平尾)、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

　　　　　　正中(国鉄以西)、西中一部、東中(国鉄以西)、陣之内(国鉄以西)、河原、北島、徳永、
11　　31 柿ノ木町、一丁目、札ノ辻町、紺屋町
12 11/1　　内畑、西中、中村(国鉄以西)、大瀬戸(国鉄以西)、壇ノ東、西浦、有烏小路、南端(国鉄以西)

14 11/2　大林、梅林、芝ノ東(国鉄以西)．西浦一部
16 11 /6　寺界道、古川、西田、北ノ庄　野添、谷Sil、西浦一部、梅林官有地、大林一部
17　　　　　西浦一部．新開、平野府営住宅、折坂一部
18　　　　福角(国鉄以西)、日皆田、岡本、上村、大八木島
19　　　　車田一部、平町、一里塚、戸ノ内(棋島飛地)
21　　　　　車田、丸山、出口(国鉄以西■).森本(国鉄以西)、Ｓ下町国鉄以西)
18　　　　笠取

．　　白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

2　　23　　田原、井ノ尻、旦椋、平盛，南ノロ

　　　　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山(国鉄以西)、
3　　24　寺山(翠光園団地)

　　　　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山(府道以南、市道以東)、中島、
4　　25石塚(心華寺通り以西)
5　　26　東扱、一里山、桐生谷、開町、石塚(心華寺通り以東).宮北一部
7　　28　小根尾、大開一部、尖山一部、宮東(城南荘本通り以西)、宮西、宮北

　　　　　野神、大谷、弐番(府道以南)、大谷山(権見町)、琵琶、若森(国鉄尽南)ヽ矢落(国鉄以南)ヽ
8　　29　宮東(城南荘本通り以東)
9　　30　下居、善法、壱番．妙楽．宇文字、里尻(国鉄以南)、塔川

11　　31　蓮華．乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、志津川

　　　　　　森本(国鉄以東)．段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原．門前、只川、中筋、
12 11/1　池山．谷下り(国鉄以東)、出口(国鉄以東)
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小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

！22 紗Hヽmm湧訟詣μがヽ゛-゛ヽ゛^.゛ヽ

　　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、
2　　23大町、大川原．中川原(大川原線以西)、石橋(大川原線以西)
3　　24　　中山(近鉄以酉)、毛語、若林
4　　25　羽拍子町
5　　26　蛇塚、弐番(府道以北)、池森、米阪

　　　　　北山A- B ･ C ・D団地、中央台、西山(国道以西)、
7　　28　神楽田(山中含む)
8　　29　戸ノ内、矢落m鉄以北)、若森(国鉄以北)、里尻(国鉄以北)、小桜
9　　30　東目川、西目川、南落合(0～3の通りまでゝ
11　　31　南落合(４の通り以降～13の通りまで)
12　11/1　南ri(ioo～110,84～98、30～33).大只団地、山際一部
14 11/2　mm、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

　　　　　　山際、半白、薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡貫、
15　11/5　郡．石橋(大川原線以東)

16 11/6　老ノ木、久保、西山(国道以東)、蓮池、寺内一部

　　　　　　東山、天王、蔭山4吹前、中川、(大川原線以東).17　　　　十－(大川原線以東．国道以東)、竿六(国道以東)、十八(国道以東)

18　　　　寺内、西浦
19　　　　　南堀池(本通り以北)、用堀池(本通り以南)
21　　　　　用堀池(大和、田中)、堀池

　し尿収集の届け出を

　家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な

どで、し尿収集届出ﾋﾟ異動が

あったときは市役所清掃事務

所へ届け出てください。

　　　(城南衛生管理組合)
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10月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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